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１ はじめに  
高分子電解質（PE）はコロイド粒子の表面に吸着して優れた凝集効果を示すため，水処理の凝
集剤や土壌改良剤として利用されている．PE を凝集剤として利用する場合，PE のコロイド粒子
への吸着がコロイド粒子の凝集過程を左右するため，高分子吸着層に関する知見が重要となる．

我々はこれまでに，PE によるポリスチレンラテックス(PSL)粒子の凝集において，PE の吸着過
程を PSL粒子の電気泳動移動度から定性的に検討してきた[1]が，吸着層の構造の解析はまだ行っ
ていない．表面に透水性のある高分子吸着層をもつ粒子(柔らかい粒子)の電気泳動挙動に対しては，
Ohshimaによって理論式[2]が提案されており，柔らかい粒子の典型である微生物細胞などの表面
の解析に有効であることが示されている[3]．本研究では，PE による PSL 粒子の凝集において，
PSL粒子の電気泳動移動度を測定し，Ohshimaの式における高分子吸着層を特徴づけるパラメー
タを求め，PE吸着層の構造について検討した． 
 
２ 実験  
粒径 1.52µｍの PSL粒子の分散溶液と PE溶液とを二股フラスコに注ぎ，それを 1秒に 1回 90
度回転して PSL粒子と PEの混合溶液を 200秒攪拌した．攪拌終了後に，一次粒子の電気泳動移
動度を顕微鏡電気泳動法で測定した．PEはポリ(2-メタクリルオキシエチルトリメチルアンモニウ
ムクロリド)で，分子量が 49万と 490万 g/molのものを使用した．溶液の支持電解質として塩化カ
リウムを用いた． 
 
3 電気泳動移動度  
表面に高分子吸着層のあるコロイド粒子の電気泳動移動度 uは， 
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と表される．ここで，ε0：真空の誘電率，εr：媒質の比誘電率，η：粘性率，e：電気素量，κm：表

面電荷層のDebye-Hückelパラメータ，ψ0：表面電位，ψDON：ドナン電位，ZN：表面電荷層の空間

電荷密度，λ：表面電荷層の粘性抵抗に関係し，その逆数 1/λは吸着層の透水性を示すパラメータ，

である．表面に高分子吸着層のないコロイド粒子の場合，溶液のイオン強度が増加すると電気二重

層が圧縮され，移動度の絶対値が小さくなる．しかし，吸着高分子をもつコロイド粒子の場合には，

移動度はある一定値に収束する傾向がある[4]．したがって，溶液イオン強度に対してuを測定した
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とき，uが高イオン強度で一定値に収束すれば，(1)式から高分子吸着層のあるコロイド粒子の界面
特性のZNおよび 1/λを算出できる． 
 
4 結果と考察  

オン濃度を変化させたときの一次粒子の電気泳動移動度 uの測定結果である．
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